
                           

２０１6 年 2 月 19 日 

       名古屋柳城短期大学附属三好丘聖マーガレット幼稚園 

                               林 ともこ                                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

≪心の成長≫ 

ついこの間まで、何でも自分でやりたいと言って手伝われるのを嫌がっていた子が、

急に「やってやって～」と甘える姿があります。 

２歳を過ぎたころから反抗期が始まって、同時に「自分で」と主張するようになりま

す。「自分で」という気持ちはいろんなことにトライする原動力です。その中で、出来る

ことが増えて自信もついてきます。その姿を見て、出来るだけ子どもに任せるようにな

りますが、子どもは、あまり任されるようになると、自分を見てくれていない、かまっ

てくれなくなると感じて急に不安になったりもします。 

子どもが成長して、出来ることが増えてくると「一度できたんだから」 

「もう幼稚園だから」と子どもに任せたくなります。しかし、大切なのは、 

手は出さないけれど、目と心はしっかりと向けているということです。 

また、甘えと甘やかしの区別をつけ、しっかりと見守り、子どもの成長を 

一緒に喜んであげて下さい。見ていてくれる安心感で頑張れますし、 

新しいチャレンジもできます。甘やかすのではなく甘えを受け止める 

ゆとりが持てるといいですね。 

 

クローバーたより    

 《子育て相談》 

 自分の子育てにこれでいいのかな？と不安に思われた時、 

こんな時どうしたらいいのと思われた時にお話にいらっしゃいませんか？ 

保育経験者がお話しさせていただきます。お電話で予約していただき、 

ご都合の良い日を決めさせていただきます。       

   TEL ０５６１－３６－８３７３  お電話お待ちしています  
 

親から子への最高のおくりもの「サポート」 

 子育ての中で、大好きな子どものことを考え、心配したり、不安になったりする気持

ちは、親であれば誰でも感じるでしょう。子どもと接する中で、「ヘルプ」と「サポー

ト」があります。 

ヘルプは、できないことをしてあげることであり、サポートはできる存在と捉えてそば

で見守り、必要なときに手を貸すことです。 

 乳児期はヘルプがほとんどですが、幼児期には、少しずつサポートを増やしていくこ

とが大切だと思います。少し大きくなってくると、なんでも自分でやりたいと思う気持

ちを持ちます。たとえば、上手に口に運べなくても、自分でコップを持ってお茶を飲も

うとしたり、自分でスプーンを持ってご飯を食べたがったり・・・。やってあげようと

すると嫌がります。そんな時、「ヘルプ」をするのか「サポート」をするのかでその後

の子どもの心の持ち方も決まってくると思います。子ども自身が、失敗を通して体験し、

「自分でできる」ようになる「サポート」をしていくうちに「自立」へとつながってい

きます。子どものやりたい気持ちを大切にしながら、共に出来た喜びを感じ、自立への

「サポート」をしていきたいですね。 

 


